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■自動車 →生産台数は２０１８年に２８９万台 (ピーク時の２０１３年は，生産台数３７４万台で世界４位)

■航空機 →エンブラエル社は小型ジェット機（１００席未満）のシェア世界第１位（２０１７年）

食糧・資源・エネルギー，工業力
大きく広がるビジネス・チャンス

世界の熱帯雨林の３分の１
潜在的耕地面積：２億ha

農業大国（世界有数の輸出国）

◆輸出額が世界第１位の品目（２０１８年）

大豆，砂糖，コーヒー，オレンジジュース，鶏肉，タバコ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆生産量が世界上位の主要品目（２０１８年）

１位：砂糖，コーヒー，オレンジジュース

２位：大豆，牛肉，鶏肉

３位： トウモロコシ，タバコ （出典）伯農務省，国連商品貿易統計

鉱物・エネルギー資源大国

◆鉄鉱石（生産量第２位）（２０１８年）

◆ボーキサイト（生産量第４位），マンガン（同第５位）（２０１８年）

◆レアメタル（ニオブ）（埋蔵・生産量第１位）（２０１８年）

◆グラファイト（生産量第２位）（２０１８年）

◆ウラン（確認可採埋蔵量第８位，生産量第１５位） （２０１８年）

◆エタノール（生産量第２位）（２０１８年）

◆石油（確認可採埋蔵量第１５位，生産量第１０位）（２０１８年）

ＢＲＩＣＳの中でも最有望国
幅広くバランスよく持つ国

平和的な民主主義国
３０年近い民主主義を経て，市民社会も成熟化

日本のＤＮＡを持つ親日国
日系人２００万人，大型協力案件の歴史

ＧＤＰ：１．９兆ドル（２０１８年，世銀）
世界第９位

人口：２億９百万人（２０１８年）
世界第５位（活力に富む多民族国家）

面積： ８５１．２万k㎡
世界第５位（米国・中国の９割）

工業でも
成長分野あり

ブラジル概況
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ボルソナーロ政権誕生までのブラジル政治情勢

２．汚職捜査（注）の継続
●２０１４年以来の汚職捜査により，多数の政治家・有力企業家が訴追。
●コンプライアンス重視の企業文化と政治倫理への期待感が高まる一方，国民の政治不信は深刻化。
●２０１７年にはテメル大統領にも汚職スキャンダル発生（同年，連邦検察庁が二度起訴するも，二度とも下院が否決）。

（注）一連の汚職捜査は，「ラヴァ・ジャット（洗車場）」と称される。最初の捜査対象がブラジリアの洗車場付きガソリンスタンドを拠点とする組織的なマ
ネロン容疑にあったことに由来。その後，捜査は石油大手ペトロブラス社幹部，有力企業幹部，政界重鎮，元閣僚など多数の逮捕に拡大。

１．テメル政権(２０１６年８月～２０１８年１２月）による主要な改革

ジルマ・ルセフ大統領の弾劾の後，テメル副大統領が大統領就任。一部の構造改革が進展。

【主な進捗】
①財政健全化： ２０１６年，歳出上限を設定する憲法改正を実現。

②労働制度改革：２０１７年，労働法（１９７４年）を抜本改正。いわゆる「ブラジルコスト」の改善。
③政治改革・選挙制度見直し：過多の政党数の削減，企業の選挙献金禁止等。 一定の改革実績を残したテメル前大統領

３．２０１８年１０月大統領選挙：ボルソナーロ候補の当選

●収監中ながら出馬意思を示していたルーラ元大統領（ＰＴ）は，国内法のため出馬出来ず。
（ＰＴは，ルーラに代わり，アダッジ元ＳＰ市長を大統領候補として擁立）

●第一回投票（10/7）では，１３名の候補が出馬。いずれの候補も過半数に至らず。
●右派ボルソナーロ候補（ＰＳＬ）と左派アダッジ候補（ＰＴ）の決選投票へ。
●決選投票（10/28）において，ボルソナーロ候補が55.13％を得票して勝利。

●ボルソナーロ候補は，SNSを駆使し，既存政党に対する汚職批判で国民の政治不信の受け皿に。
また，犯罪者への厳罰処置など治安対策を主張し，ボルソナーロ旋風を引き起こした。
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ボルソナーロ大統領について

■氏 名： ジャイル・メシアス・ボルソナーロ (Sr. Jair Messias Bolsonaro)

■生年月日： １９５５年３月２１日（６４歳）

■出身 地： サンパウロ州カンピーナス市

■学 歴： 陸軍士官学校卒（１９７７年）

■経 歴： 1979年～1988年 陸軍軍人（最高位は大尉：capitão）

1989年～1991年 リオデジャネイロ市議会議員

1991年～2018年 連邦下院議員（ＰＳＬ：自由社会党（当時））

2019年1月～ ブラジル連邦共和国大統領

■横 顔：

➢ 選挙中，「極右」のレッテルを貼られたが，実像は「急進的な右派」。

➢ スローガンの「何よりもブラジルのために，神のために」は，国家への貢献と忠誠を誓う意味。

➢ 前妻２人との間に４男（うち３人が議員），ミシェリ現夫人（37歳）との間に１女（９歳）。

➢ 選挙直前の2018年9月の刺傷は重傷で，2019年9月までに４度の手術。

■対日関係：

➢ サンパウロ州で育ち，日系社会とも近く，大の親日家。

➢ 選挙中の2018年2月に訪日。浜松市と大泉町のブラジル人社会は大歓迎。

➢ 山田大使との懇談時に，「日本が大好き。日本の友人だと思って欲しい」と発言。

➢ 大統領就任後，既に２度の訪日，３度の日伯首脳会談を実施。

２０１９年６月，大阪市内を散策

大統領に日本酒を贈呈
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政権・与党内の主要人物
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【ボルソナーロ政権の特徴】
●大統領は人物本位で閣僚を任命。
●閣僚級に位置づけられるポストを前政権の29から22（大統領・副大統領は除く）に整理・統合し「小さな政府」に。
●大統領・副大統領・閣僚ポストのうち，約３割は軍出身者。
●閣僚は，①右派思想派，②軍部出身派，③テクノクラート派に分かれ，特に③が一定の成果を挙げている。
●一方，不十分な議会対策，SNS等による大統領の問題発言，政権内の内紛が表面化。

①右派思想派（通称オラヴィスタ ※右派思想家オラーヴォ・デ・カルヴァーリョを支持）

②軍部出身派（左右の思想にこだわらず，実利主義）

③テクノクラート派（高い専門性をもち，成果重視）

エドゥアルド・ボルソナーロ
下院外交・国防委員長(35)

・ボルソナーロ大統領三男
・2018年下院選挙では史上最多
得票で当選

アブラハン・ヴァイントラウブ
教育大臣(48)

・前職は文官庁次官

エルネスト・アラウージョ
外務大臣(52)

・前職は，外務省米・加・米州担当
局長（大使級）

アントニオ・モウラォン
副大統領(66)

・元陸軍大将
・ベネズエラ対応で存在感
・対中経済関係を重視

アウグスト・エレーノ
安全保障局長官(72)

・大統領の陸軍士官学校時代の教官
・元陸軍大将

ルイス・エドゥアルド・ラモス
政府調整庁長官(63)

・元陸軍大将

パウロ・ ゲデス
経済大臣(70)

・自由主義（シカゴ学派）
・財務，企画，産業貿易，
社会保障を所掌

セルジオ・モーロ
法務・治安大臣(47)

・前職はラヴァジャット捜査担当判事で
国民の人気も高い
・判事時代の越権行為を野党が糾弾

テレザ・クリスチーナ

農務大臣(64)

・前農業議連会長
・新政権の積極的な
農業開発を推進

ボルソナーロ政権発足から１年
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＜内政＞
■年金制度改革の実現
２０１９年１０月，必要条件としての受給開始年齢（男性６５歳，女性６２歳）の導入等を内容とする年金制度改革法（憲法改正を含む）が成立。
１０年間で8,000億レアル（約21兆円）の歳出削減効果が見込まれる。積立て方式の導入は見送られ，賦課方式が維持された。
州及び市政府職員の年金制度に係る並行年金制度改革案は，議会で審議中（下院で１１月に承認）。

■税制改革への取組
世界一複雑とも言われる税制の簡素化・統合化を目指す税制改革について，議員立法案２案が議会に提出され，審議中。（政府案は議会
に未提出。）

■財政改革・行政改革への取組
歳出の柔軟化，地方政府への権限委譲等を通じて歳出の効率化を目指す財政改革について，法案を議会に提出。経費削減等を目指す行
政改革についても法案を検討。

■治安対策
刑の厳罰化や治安当局の権限強化等を含む犯罪対策法が，２０１９年１２月に成立し，２０２０年１月２３日に公布。２０１９年９月，農村部に
おける銃所持の規制緩和に関する法案が成立。法務・治安省による治安対策等の結果，銀行強盗，殺人が前年比で大きく減少。
「ブラジル前進」プロジェクトにより，８～１２月，対象５都市で暴力犯罪が減少。

■民営化の推進
２０１９年，政府は計６７社の民営化を達成。郵便公社を含む17社を民営化する旨発表し（８月），エレトロブラス社の民営化に関する法案を
議会に提出（１１月上旬）。インフラ省の主導により，空港，鉄道等における民営化に係る入札を実施。

ボルソナーロ政権発足から１年 【主な成果】

＜外交＞
■メルコスールのFTA：２０１９年６月にＥＵとのFTA交渉，８月にＥＦＴＡとの交渉が実質合意。カナダ，韓国等との交渉も進展。
■OECD加盟に向けて：２０１９年３月のボルソナーロ大統領訪米時，トランプ大統領から支持獲得。その際ブラジルはＷＴＯにおけ
る「途上国の特別かつ異なる待遇」を放棄。２０２０年１月，米国がブラジルの加盟を最優先する方針に変更。
■BRICS：２０１９年１１月，首脳会合をブラジリアで主催。多国間主義の重要性を訴える「ブラジリア宣言」を採択。ビジネス・フォー
ラムに約２００社の中国企業が参加。
■対中関係：２０１９年１０月ボルソナーロ大統領訪中。首脳共同声明で「一帯一路」構想に言及（「留意」）。
■ベネズエラ：グアイド暫定大統領を承認。ただし，ベネズエラへの軍事介入は否定。「ベネズエラ避難民受入れ作戦」を継続。
■中東関係：エルサレムへの大使館移転の選挙公約を修正し，アラブ諸国との関係も修復中。１２月，エルサレムに伯投資庁
（APEX）事務所を開設。 6
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ボルソナーロ政権発足から１年 【主な課題】

＜内政＞
■議会関係，改革法案
現政権は，従来の利益調整型政治を排し，閣僚ポスト配分による連立を形成しないことを宣言して発足。特に政権発足当初，
議会が不安定となり政権運営の障害になるケースも。ただし，現在は両院議長主導による議会運営が進み，年金制度改革法案の
成立プロセス等を通じ，政権と議会間の関係は徐々に改善。
2020年に持ち越された地方の年金制度改革，税制改革，財政改革，行政改革法案の早期承認に向けた審議が注目される。

■政権内の緊張関係，大統領の離党
大統領次男カルロス・ボルソナーロ・リオ市議が軍部出身閣僚への批判を繰り返す等して，軋轢の元に。

2019月10月以降，大統領と，その所属政党・自由社会党（PSL）との関係が悪化。大統領は離党し，与党は分裂。11月，大統領は
新党「ブラジルのための同盟（APB）」の結成を表明。裁判所による正式な政党としての承認が，2020年10月の統一地方選挙に間に
合うかが焦点（同選挙への出馬や政党助成金の受領等の可否に影響）。

■経済回復の遅れ
2019年初の予測に比べて成長率は伸び悩み（2019年：1.2%（中銀予測）。失業率は低下傾向（2019年9～11月：11.2％））。 ただし，
年後半は民間内需に伸び。2020年の成長に期待がかかる（2020年：2.2%（中銀予測））。

■予算制度の改善
予算が逼迫する中，財政規律を維持しつつ，歳出の柔軟化や地方政府への権限委譲を進め，歳出の効率化を進めることが課題。

■低調な政権支持率
国民の高い期待を受けて発足したが，発足１年後の支持率としては低調（2019年2月：38.9%→2020年1月：34.5%（伯全国運輸連盟
（CNT）/MDA世論調査）。国内は①保守（支持層），②左派（反ボルソナーロ），③中道（浮動層）に分断傾向。

＜外交＞

■アマゾン火災や森林伐採等の環境問題を巡り，欧州諸国（フランス，ドイツ，ノルウェー等）との軋轢が生じ，国際的批判の矢面に。

■トランプ米大統領が表明した，ブラジルの鉄鋼・アルミへの追加関税は，伯米首脳電話会談を通じて回避。現政権が重視する，
米国，日本，イスラエル等の「第一世界」諸国との関係において，具体的成果を挙げていくことが課題。

■アルゼンチンの新政権発足を踏まえたベネズエラ問題への対応，またメルコスールへの対応が課題。 7



政党名（上位１０党／全３３党） 上院 下院 合計

1. PT（労働者党）
2. PSL（自由社会党）
3. MDB（伯民主運動）
4. PSD（社会民主党）
5. PP（進歩党）
6. PL（自由党）（旧PR）
7. PSDB（伯社会民主党）
8. Republicanos（共和党）
9. PSB（伯社会党）
10. DEM（民主党）
その他

6
2

14
9
6
2
8
1
2
6

25

53
53
33
37
40
40
33
32
30
26

136

59
55
47
46
46
42
41
33
32
32

161

計 81 513 594

上院 比較対象 下院

８１（うち，現在女性12名）
※各州３議席（固定）

議席数 ５１３（うち、現在女性77名）
※各州の人口に応じて議席が配

分。

８年
※４年毎に各州１名又は２名を改
選（２０１８年の選挙では各州２名

が改選）。

任期 ４年
※４年毎に全員改選。

大選挙区多数代表制 選挙方法 各州の非拘束式比例代表制

２０２２年 次回選挙 ２０２２年

ダヴィ・アルコルンブレ
DEM（民主党）

議長 ロドリゴ・マイア
DEM（民主党）

ブラジルの議会情勢/議会制度
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政党別議席数

【ブラジルの議会情勢】

◆直近の2018年10月の選挙では，ボルソナーロ大統領が所属していた自由社会党（PSL）が議席を伸ばした一方，労働者党（PT），
テメル前大統領の伯民主運動（MDB）が議席を減らした。当選した議員の多くが新人（下院：47%，上院：87%）。新しい議会の誕生。

◆多党制下の伯では，大統領所属政党が議会で単独過半数を占めることは困難（歴代大統領は他党に閣僚ポストを分配して連
立政権を維持してきたが，ボルソナーロ大統領はこうした利益調整型政治を批判し，人物本位で閣僚を任命した）。

【2020年議会の課題】

◆伯連邦両院議長は，税制改革法案を2020年の伯議会の再優先審議法案とし，上半期の成立を目指す。また，二審有罪判決確
定後に刑の執行を可能にする憲法修正法案の早期成立も重要としている。

◆その他，地方の年金制度を対象とする並行年金制度改革案（議会に提出済み），歳出の柔軟化等を目指す財政改革法案（議会
に提出済み），経費削減等を目指す行政改革法案（今後，議会に提出予定）などがあり，2020年は重要法案の審議が目白押し。

◆ただし，2020年10月の統一地方選挙の影響で選挙前の数ヶ月は法案の審議が進まず，重要法案成立が遅れるとの懸念あり。

伯議会制度（二院制） （議席数は2019年12月時点）

※黒：中道右派・中道左派
※青：右派
※赤：左派



最近のブラジル経済情勢

【現状】

●ＧＤＰは，世界第９位の経済規模（日本の約４割）。一人当たりGDPは約９千ドル（日本の約25％）

●ブラジル経済は，２年連続のマイナス成長（▲3.5％（15年），▲3.3％（16年））を記録する深刻な景気後退を経て，2017

年・18年は緩やかに回復（17年：1.3％，18年：1.3％）。19年は政権発足時の期待に比して（年初の予測は2.6％程度），
減速したが，年後半に民間内需に牽引されて持ち直し。19年，20年の予測成長率は1.2％，2.2％（12月時点：中銀）。

●失業率は若干の改善はあるが依然として高止まり（11.2％）。平均所得は約2,250レアル（約67,500円）。

●インフレ率はインフレ目標（4.25％±1.5％）の範囲内で推移（2019年12月（12ヶ月累計）： 4.31％） 。伯中銀は，景気刺
激も視野に入れ，政策金利を2019年7月以降5会合連続で引下げ，2020年2月5日に史上最低水準となる4.25％となった。

●ボルソナーロ政権は，年金制度改革，税制改革等の構造改革，規制緩和，対外経済開放等を通じてブラジル
経済の競争力・生産性の向上に取り組む。元投資銀行家でシカゴ大学経済学博士号を取得したゲデス経済大
臣の役割が重要。

（１）年金制度・・・必要条件としての受給開始年齢の導入を実現。今後は，地方政府の年金制度改革（並行年金
制度改革案）や将来的な積立て方式の導入が課題。

（２）税制・・・複雑な税制の簡素化・統合化が課題。工業製品税，社会統合基金等の連邦税の統合につき議論。
地方税（商品流通サービス税（州税），サービス税（市税））の統合は困難な見通し。

（３）財政・・・財政支出の裁量の拡大，地方政府への権限委譲を通じた歳出の効率化が課題。財政健全化の観点
から，税収の確保も重要な課題。

（４）国営企業の民営化・・・ブラジル電力公社（エレトロブラス）等のインフラ企業の民営化を促進。

（５）対外経済開放・・・FTA締結や規制緩和により，貿易や海外からの直接投資を拡大。 1
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日本・ブラジル関係の進展

◆ 日本とブラジル両国は，自由，民主主義，人権の尊重，法の支配といった基本的価値を
共有する，戦略的グローバル・パートナー。

◆ 2014年8月，訪伯した安倍総理は，日本の対中南米外交の指導理念「３つのジュントス
（Juntos）」を発表： ①「発展を共に（Progredir juntos）」，②「主導力を共に（Liderar juntos）」，

③「啓発を共に（Inspirar juntos）」

◆ 2019年，安倍総理とボルソナーロ大統領は3回会談
（ダボス会議，Ｇ２０大阪サミット，即位の礼）

両首脳間の良好なケミストリー，
関係強化のモメンタム

１．「発展を共に」

ブラジルにおける構造改革の進展，「新しいブラジル」へ

✓ 年金改革の実現。税制，財政，行政改革も推進
✓ ＯＥＣＤ加盟に向けた取組

✓ 貿易自由化の推進：メルコスールとＥＵ及びＥＦＴＡ
とのＦＴＡが実質合意。韓，加等とのＦＴＡ交渉が進
展。

ブラジルでの構造改革の進展と経済の回復への
高い期待。

（１）経済関係の更なる緊密化

◆ 日・メルコスールＥＰＡ

➢ 日伯双方の産業界及びメルコスール側から
その締結への大きな期待

➢ 物品貿易の関税削減，ビジネス環境改善等。

◆ ニオブ及びグラフェンの活用

➢ ブラジルに豊富に存在するこれら鉱物資源の
活用のため，日伯の技術を持ち寄って協力

◆ ビジネス環境の改善

➢ 基準認証制度の国際整合化，規制緩和等
に関しブラジル側に働きかけ

日ブラジル首脳会談
（2019年10月）
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日本・ブラジル関係の進展

１．「発展を共に」（続） （２）イノベーションを活用し，持続可能な開発への協力を推進

◆ アマゾンの違法森林伐採対策（ＪＩＣＡを通じた支援）

➢ ＪＡＸＡが打ち上げた人工衛星の画
像により，違法伐採の早期発見

➢ 日本のＡＩ技術により，森林伐採の
予測システムを構築

◆ 「精密農業」の導入（ＪＩＣＡを通じた支援）

➢ 農業におけるＡＩ，ドローン，
ビッグデータ等の活用

➢ 土地あたりの生産性を高め
て違法な焼き畑のインセン
ティブを減少

◆ 科学技術分野での協力

➢ 日ブラジル科学技術協力協定の下での協力推進

２．「主導力を共に」 日・ブラジル両国は戦略的グローバル・パートナー。近年両国の国際場裏での
協力は，より大きな責任と価値を帯びている。以下の分野で一層の協力を推進。

◆ 国連安保理改革

➢ 日本とブラジルは共に
安保理の新規常任理事
国となるべき

◆ ＷＴＯでの協力

➢ データ流通や電子商取
引に関する国際的な
ルール作 り を進める
「大阪トラック」での連携➢ 「Ｇ４」（日本，ブラジル，

インド，ドイツ）の枠組
の下で連携 安保理改革に関するG4外相会合

（2019年9月，ニューヨーク）

Ｇ２０大阪サミットに際するデジタル
経済に関する首脳特別イベント

これまでウジミナス製鉄，セニブラ紙パルプ開発，セラード農業開発，カラジャス鉄鉱山開発，アマゾン・アルミ等
の大型協力プロジェクトがブラジルの経済発展に貢献。
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日本・ブラジル関係の進展

２．「主導力を共に」（続）

３．「啓発を共に」

◆ ＳＤＧｓの達成に向けた協力

➢ 気候変動：両国は「『気候変動に対する更なる行動』
に関する非公式会合」の共同議長

➢ 海洋プラスチックごみ：Ｇ２０で共
有した「大阪ブルー・オーシャン・
ビジョン」（2050年までに新たな汚染
ゼロ）の実現に向けて協力

◆ 海洋における法の支配，航行の自由の確保

➢ 日本は「自由で開かれたインド太平洋」構想を推進

➢ 海洋での法の支配，航行の自由の確保は，両国間の
貿易関係を安定的に維持・強化していく上でも重要

◆ 国際社会の平和への貢献

➢ 防衛当局間の交流・協力の推進

ブラジルには日系人が約200万人，日本にはブラジル人が約20万人居住する等，
両国間には深い人的絆。あらゆる分野の人たちの双方向の交流を促進。
（2019年6月，ブラジルを観光・商用等の目的で訪問する日本人への査証免除が開始。）◆ スポーツ交流

➢ 2020年2月にスポーツ分野・柔道に関する協力覚書締結

⇒「リオから東京」：スポーツ協力・
交流の促進

⇒柔道を学校のカリキュラムに導入

◆ 在日ブラジル人コミュニティ30周年（2020年）

➢ ブラジルの日系人社会のみ
ならず，在日ブラジル人コ
ミュニティとの絆も一層深化

◆ 学術交流

➢ 日伯大学間の共同研究

柔道のブラジル男子代表
監督の藤井裕子氏

➢ ブラジルでの日本語普及：
日本語教師の育成，日本
語教育でのＩＣＴの活用

日本の小学校生活を説明する
漫画「モニカ＆フレンズ」

リオのサッカーチーム「ボタフォゴ」に加入した
本田圭佑選手



■最近の動き

・2012年，2015年，2016年及び2017年，「日・メルコスール経済関係緊密化のための対話」を実施。

・2017年2月，伯政府は日本及び韓国とのFTAにつきパブリック・コンサルテーションを実施。

・2018年4月，日伯賢人会議（リオ）が日・メルコスールＥＰＡの交渉開始を提言。

・2018年7月，日伯経済合同委員会（東京）で，経団連とCNI（伯産業連盟）が日・メルコスールEPAの早期締結
を求める共同報告書を採択。

・2018年10月，経団連及び日商が日・メルコスールEPA交渉の早期開始を求める提言を菅官房長官に提出。

・2019年7月，在サンパウロ主要日系社会４団体が日・メルコスールEPA交渉の早期開始を求める嘆願書を山
田大使に提出。

・2019年7月，日伯経済合同委員会（サンパウロ）で経団連とCNIが日・メルコスールEPAに関する共同研究会
の設立・交渉開始を求める共同声明を採択。

日・メルコスールEPAの動向

2

【メルコスール側】

・ＥＦＴＡ及びＥＵとのFTAの法的精査の進捗及び署名の時期

・加，韓，シンガポール，レバノンとのFTA交渉の進捗

・新たなFTA交渉開始の可能性

・伯米，伯中経済関係

・アルゼンチンの新政権の方針とボリビア加盟に係る動き

【日本側】

・国内への影響

・RCEP等の交渉の進捗

■留意点
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日系社会との連携強化

背景・課題

◆ ブラジルへの日本人移住は1908年に開始。現在ブラジルにおける
日系人は約200万人で，日本国外の日本人・日系人数として世界最大。

◆ 日系人は，ブラジル社会の信頼を勝ち得て，ブラジルの発展，そして
ブラジルにおける日本への関心・好感度の向上に大きく貢献。

◆ 世代交代が進む中，若い世代に日系人としてのアイデンティティを喚起し，その維持を図ることが重要。

安倍総理と日系人との懇談
（2014年8月，サンパウロ）

眞子内親王殿下の御訪伯
（2018年，移住110周年）

連携強化のための施策

◆ 次世代日系人の発掘，日系人
ネットワークへの組み込み

◆ 日本に関心のもつ非日系人
の各種活動への取り込み

➢ 様々なプログラムによる訪日招聘（次世代指導者，
オピニオン・リーダー，議員，有識者，国費留学生等）

➢ 日系社会へのボランティア派遣（JICA）

➢ 次世代日系人ネットワーキング会合

➢ 次世代日系人ネットワーク（メーリングリスト，ＳＮＳ）
でのコミュニケーション

➢ 日系人によるイベント（日本祭り等）の
側面支援（大使館員による参加，協力）

➢ 公邸料理人等による日系団体向け和
食ワークショップ

➢ 日系団体に対する草の根・人間の安
全保障無償資金協力

➢ 中南米日系農業者等との連携交流・
ビジネス創出事業

サンパウロの日本祭り

◆ 日系人の活動に関する顕彰・
伯社会への広報：叙勲，表彰等



参考資料
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ブラジル経済指標①（基礎指標・GDP）

ブラジル 日本

【人口（2019：UN】 約２１１百万人（世界第６位） 約１２７百万人（世界第１１位）

【面積 (UN)】 ８５１．8万k㎡（世界第５位） ３７.８万k㎡（世界第６１位）

【GDP（2019：IMF）】 1,847,020百万ドル（世界第９位） 5,154,475百万ドル（世界第３位）

【一人あたりＧＤＰ（2019：IMF）】 8,796ドル（世界第７７位） 40,846ドル（世界第２４位）

(出典)ブラジル中央銀行

●２年連続のマイナス成長を記録し
た後，２０１７年は３年振りのプラ
ス成長を記録。その後の景気回
復は緩やか。

2015年：▲3.5％
2016年：▲3.3％
2017年：1.3％
2018年：1.3％
2019年：1.2％（中銀予測)
2020年：2.2％（中銀予測）
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ブラジル経済指標②（政策金利、インフレ率、失業率）

(出典)ブラジル地理統計院 (出典)ブラジル地理統計院
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ブラジル経済指標③（対外債務、対伯投資）

(出典)伯中央銀行

07年に対外債権（外貨準備高，
対外融資等）が対外債務を上回
り，以後，純債権国。

(出典)伯中央銀行 (出典)伯中央銀行 2
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ブラジル経済指標④（貿易）

●輸出・輸入とも中国，米国，
アルゼンチンが上位。日本
の占める割合はこれらの国
と比べると小さい。

●輸出は大豆，鉄鉱石，原油
等の一次産品，輸入は工業
製品が中心。

中国

26.8%

米国

12.0%

アルゼンチン

6.2%
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5.4%
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スペイン

2.1%

メキシコ

1.9%

日本

1.8%

インド

1.6%

その他

37.3%

ブラジルの輸出相手国（2018年）

（総額2,398.89億米ドル）

中国

19.2%

米国

16.0%

アルゼンチ

ン

6.1%

ドイツ

5.8%韓国

4.1%
メキシコ

3.0%

イタリア

2.7%
日本

2.5%

フランス

2.4%

インド

2.2%

その他

36.1%

ブラジルの輸入相手国（2018年）

（1,812.31億米ドル）

大豆

13.8%

原油

10.5%

鉄鉱石

8.4%
セルロース

3.5%大豆粕

2.8%鶏肉

2.5%
石油プラット

フォーム，浚

渫船

2.4%

牛肉

2.3%サトウキビ

2.2%

自動車

2.1%

その他

49.5%

ブラジルの主要輸出品

（2018年：総輸出額2,398.89億ドル）
その他の工業

製品

11.9%

石油プラット

フォーム，浚渫

船

5.3%

その他の一次

産品

4.0%送受信機

3.9%

医薬品

3.7%

可燃性油（軽

油）

3.5%
輸送機器部品

3.2%原油

2.8%
集積回路

2.6%その他の粗製

品

2.5%

自動車

2.3%

ナフタ

2.1%

その他

52.2%

ブラジルの主要輸入品

（2018年：総輸入額1,812.31億ドル）
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【ＪＢＩＣ海外直接投資アンケート】

Ｑ：ブラジルへの事業展開見通しは？

（２０１８年度海外直接投資アンケート結果,１１６社回答）

→強化・拡大 ：４５．７％

→現状程度維持：５２．６％

→縮小・撤退 ：１．７％

（参考：２０１７年度海外直接投資アンケート結果,１１２社回答）

→強化・拡大 ：４２．９％

→現状程度維持：５３．６％

→縮小・撤退 ：３．６％

（出典）外務省海外在留邦人数調査統計

日本・ブラジル経済関係①

（出典）伯中央銀行

（出典）伯経済省
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日本・ブラジル経済関係②

日本は多くの鉱物・農牧産品をブラジルから輸入

【その他、ブラジルが日本
の主要輸入元の産品】
・ニオブ：１位
・コーヒー：1位
・とうもろこし：２位
・パルプ：３位

（出典）伯経済省

（出典）日本財務省

鉄鉱石

26.9%

鶏肉

16.4%

コーヒー

7.4%

鉄合金

6.5%

トウモロコシ

5.1%

アルミニウム

4.0%

セルロース

3.9%

航空機

3.6%

オレンジ

ジュース

2.7%

大豆粕

2.6%

その他

21.0%

ブラジルの対日輸出

（2018年：総額43.34億ドル）

その他の工

業製品

16.4%

輸送機器部品

15.2%
自動車

5.6%

測量機器

4.7%

ギアリング

部品

3.5%

複素環式化合物

3.5%

自動車用エ

ンジン・部品

3.4%

集積回路

2.5%

掘削・採掘機器，

浚渫船

2.4%

金属加工機器

2.2%

その他

40.5%

ブラジルの対日輸入

（2018年：総額43.56億ドル）

オーストラリ

ア

49.6%ブラジル

31.1%

カナダ

6.6%

南アフリカ

3.7%

チリ

2.1%

米国

2.1%
ウクライナ

1.5%

インド

1.4%
その他

1.9%

➀鉄鉱石（2018年：総額1兆284億円）

ブラジル

64.2%

タイ

32.8%

米国

2.4%

その他

0.5%

➁鶏肉（2018年：総額1313億円）

米国

69.1%

ブラジル

15.8%

カナダ

13.4%

中国

1.6%

その他

0.0%

➂大豆（2018年：総額1701億円）
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４．EUメルコスールFTA交渉の実質合意

・2000年に交渉開始。メルコスールにとり初の本格的なFTA交渉。断続的な中断を経た後，2016年に交渉再開。

・2019年6月に実質合意。今後，双方で法的精査等を経た後，署名へ。メルコスール側では各加盟国の議会での承認，EU側では欧
州議会での可決及び欧州理事会での承認を経て，2020年中に署名に至る可能性あり。

・協定の主な内容：物品貿易の市場アクセスについては，関税撤廃率（品目数ベース）でメルコスールは９１％，EUは９５％。メルコ
スールは自動車（現行税率３５％）について，７年の据置き期間の後，１５年目に関税を撤廃。ＥＵは，牛肉，砂糖，エタノール等に
ついて輸入数量枠を設定。その他，サービス貿易，政府調達，知的財産，競争，国有企業等，広範な分野を含む。

メルコスールのFTA/EPA

6

３．交渉中のFTA

・カナダ（2018年3月～），シンガポール（2018年7月～），韓国（2018年9月～）, レバノン（2019年10月～）：2020年中に実質合意の可
能性あり（現在，ベトナム及びインドネシアとＦＴＡ交渉開始を視野に協議中）。

１．ブラジル新政権の貿易政策

・基本方針：貿易自由化を志向。

・FTA交渉：メルコスールのＦＴＡ交渉を推進。日・メルコスールＥＰＡ交渉開始を要望。米国や中国との経済関係を重視。

・メルコスールの対外共通関税の見直し：2020年前半の対外共通関係の見直し（資本財等の関税削減）完了が目標。

２．締結状況（括弧内は発効年）

・中南米：チリ（1996），ボリビア（1997），メキシコ（2003，2006），ペルー（2005），コロンビア/エクアドル/ベネズエラ（2005），キューバ
（2007）。コロンビア（2017）とは，ALADIの枠組み内で経済補完協定。チリ，ペルー，ボリビアとは概ね自由貿易が実現。

・その他：インド（2009）及びSACU（南部アフリカ関税同盟）（2016）とは特恵貿易協定。イスラエル（2010），パレスチナ（2011），エジプ
ト（2017年9月）とはＦＴＡを締結。パレスチナとのFTAは2016年5月，エジプトとのFTAは2017年12月に伯議会が承認。

５．ＥＦＴＡメルコスールFTA交渉の実質合意

・2017年6月に交渉開始。

・2019年8月に実質合意。現在法的精査中であり，2020年中に署名に至る可能性あり。


